
 
 
 
 

令和４年１２月２６日 

                                                    幼保小連携だより第３号 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
園と小学校双方の子どもを育む交流活動を～交流の再開にあたって～ 

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、昨年度、一昨年度は中止あるいは動画等での交流に変
更していた幼保小間の子どもどうしの対面交流活動の場面が、この秋、多くの学校で再開する様子を目にし
ました。職員の皆さんが、「できることから始めよう」「以前はどうやっていたか分からないから、改めて考え
てみよう」と対面での交流活動を計画していました。 

今、「幼保小の架け橋プログラム」では、交流活動が、双方の子どもにとっての成長や学びにつながるよう
にしていくことが重要であるとされています。どんなことを大切にするとよいでしょうか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

  

幼児教育・学校教育に携わるすべてのみなさんへ 

 

小学校では、交流がどのような教科等の学習活動に位置付いているのか、どのようなねら

いがあるのか、園では、どのような子どもの育ちや姿を期待しているのかなどを、幼保小の

職員で共有します。交流先の子どもたちにも、声をかけたり支援したりしやすくなります。 

  期待した子どもの姿に近づいているかどうか、子どもたちの様子をよく観察し、子どもの思

いを大切にしながら、交流活動を進めます。 

  活動後、短時間でも職員間で振り返りを行っていますか？ねらいに対して実際の活動はど

うだったか、どんな印象的な姿が見られたかなど、子どもの姿を通した対話が次の活動へと

つながります。電話やオンラインでの振り返りも行われています。 



実際の交流活動から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜市こども青少年局 保育・教育支援課 幼保小連携担当 ◆横浜市中区本町6 丁目50 番地の 10 ◆671-3731 

「第１回探究心を育む『遊び』研究会」報告会を開催します 

 実施概要 

  令和５年１月14日(土) 

  市庁舎アトリウム（横浜市庁舎１F） 

  13:00～13:50 第１部 表彰・セレモニー 

  14:00～15:30 第２部 報告会 

   申し込み不要 

   入場無料・どなたでも自由に参観できます  

・研究成果に対する表彰 
・東京家政大学教授 佐藤 康富氏による講評 

・10ブースに分かれての、成果報告。 
・幼保小特支から38名の研究者による成果報告。 
 


